
様式１

令和元年度（２０１９年度）採択プログラム　中間評価調書（中間評価後修正変更版）※中間評価時からの修正

WISE Program for Nano-Precision Medicine, Science, and Technology

https://nano-wise.w3.kanazawa-u.ac.jp/

２． 全体責任者
（学長）

※ 共同実施のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、申請を取りまとめる大学（連合大学院によ
るものの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

 　  ふりがな (わだ　たかし)

氏名（職名） 和田　隆志（金沢大学長）

卓越大学院プログラム　プログラムの基本情報 [公表。ただし、項目1２、１３については非公表]

機関名 金沢大学 整理番号 1908

１．

プログラム名称 ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム

英語名称

ホームペー
ジ（URL）

４．
プログラム

コーディネーター

  　　ふりがな （はなやま　りきなり）

氏名（職名） 華山　力成（金沢大学・ナノ生命科学研究所・教授）

３． プログラム責任者
      ふりがな （おおたけ　しげき）

氏名（職名） 大竹　茂樹（金沢大学理事・副学長）

ナノバイオサイエンス関連

次に関連の深い区分
（大区分）【任意】

なし

５． 設定する領域

最も重視する領域
【必須】

②社会において多様な価値・システムを創造するような、文理融合領域、学際領域、新領域

関連する領域（１）
【任意】

①我が国が国際的な優位性と卓越性を示している研究分野

関連する領域（２）
【任意】

関連する領域（３）
【任意】

次に関連の深い区分
（中区分）【任意】

６． 主要区分

最も関連の深い区分
（大区分）

D

最も関連の深い区分
（中区分）

28 ナノマイクロ科学およびその関連分野

最も関連の深い区分
（小区分）

28040

連合大学院
共同教育課

程 12名

11． 連携先機関名（他の大学、民間企業等と連携した取組の場合の機関名）

８．
学生の所属する
専攻等名

金沢大学大学院自然科学研究科
　数物科学専攻，物質化学専攻，機械科学専攻，電子情報科学専攻，環境デザイン学専攻，
　自然システム学専攻，フロンティア工学専攻，電子情報通信学専攻，地球社会基盤学
　専攻，生命理工学専攻
金沢大学大学院医薬保健学総合研究科
　医科学専攻，医学専攻，薬学専攻，創薬科学専攻，保健学専攻
金沢大学大学院先進予防医学研究科先進予防医学共同専攻
金沢大学大学院新学術創成研究科融合科学共同専攻，ナノ生命科学専攻

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

9． 連合大学院又は共同教育課程による実施の場合、その別
※ 該当する場合には○を記入

10. 本プログラムによる学位授与数（年度当たり）の目標
※補助期間最終年度の数字を記入してください。

次に関連の深い区分
（小区分）【任意】

７．
授与する博士学
位分野・名称

博士（理学），博士（工学），博士（医学），博士（薬学），博士（創薬科学），博士
（保健学），博士（融合科学），博士（ナノ科学）又は博士（学術）

株式会社ニコンソリューションズ，ファイザーR&D合同会社，株式会社リコー，富士フィルム和光純薬株式会社，
オリンパス株式会社，株式会社ダイセル，浜松ホトニクス株式会社，澁谷工業株式会社，ケアプロ株式会社，
一般社団法人コペルニク・ジャパン，日産化学株式会社，Imperial College London，University of British
Columbia

（【1908】機関名：金沢大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム）
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様式１

[公表]

プログラム担当者一覧
※「年齢」は公表しません。

（プログラム責任者）

番号 氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位

１4．

現在の専門 役割分担 ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

（プログラムコーディネーター）

細胞生物学 プログラムコーディネーター 2

1 大竹　茂樹 ｵｵﾀｹ ｼｹﾞｷ 金沢大学理事・副学長，融合研究域長 医学博士
血液内科学、
病態検査学

プログラム責任者 1

神経解剖学
神経科学

プログラム運営委員、ナノ脳神経学
コース担当（運営・学生指導） 1

4 市村　宏 ｲﾁﾑﾗ ﾋﾛｼ 金沢大学・医薬保健研究域医学系・特任教授 医学博士
ウイルス学
国際保健学

3 堀　修 ﾎﾘ ｵｻﾑ
金沢大学・医薬保健研究域医学系・医薬保健
研究域長・教授

博士（医
学）

2 華山　力成 ﾊﾅﾔﾏ ﾘｷﾅﾘ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・教授
博士（医
学）

1

6 菊知　充 ｷｸﾁ ﾐﾂﾙ 金沢大学・医薬保健研究域医学系・教授
博士（医
学）

児童精神医学
ナノ脳神経学コースマネージャー（運
営・学生指導）・産学連携協力担当 1

プログラムマネージャー、プログラム
運営委員、講義・カリキュラム担当 10

5 飯山　宏一 ｲｲﾔﾏ ｺｳｲﾁ
金沢大学・理工研究域フロンティア工学系・
自然科学研究科長・教授

博士（工
学）

光エレクトロニク
ス、計測工学 プログラム運営委員

ナノ環境科学ｺｰｽﾏﾈｰｼﾞｬｰ、産学連携、
講義・ｶﾘｷｭﾗﾑ、ﾗﾎﾞﾛｰﾃｰｼｮﾝ指導担当 1

9 古寺　哲幸 ｺﾃﾞﾗ ﾉﾘﾕｷ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・教授
博士（理
学）

生物物理学
講義・カリキュラム担当、ナノ診断開
発コース担当（運営・学生指導）

ゲノム医科学
ナノ先制医学コースマネージャー、ナ
ノ先制医学コース担当（運営・学生指
導）

1

8 長谷川　浩 ﾊｾｶﾞﾜ ﾋﾛｼ 金沢大学・理工研究域物質化学系・教授
博士（理
学）

分析化学
環境化学

7 田嶋　敦 ﾀｼﾞﾏ ｱﾂｼ
金沢大学・医薬保健研究域医学系・先進予防
医学研究科長・教授

博士（理
学）

イノベーション
論、マーケティン
グ論

講義・カリキュラム担当、プ
ログラム運営委員 1

12 松本 邦夫 ﾏﾂﾓﾄ ｸﾆｵ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・教授 理学博士 生物化学

11 金間　大介 ｶﾅﾏ ﾀﾞｲｽｹ
金沢大学・融合研究域融合科学系・ 准教授教
授

博士（工
学）

1.5

10 米田　隆 ﾖﾈﾀﾞ ﾀｶｼ 金沢大学・融合研究域融合科学系・教授
博士（医
学）

健康増進・医学・
メデイカルイノ
ベーション

プログラム運営委員、講義・カリキュラム担
当、ナノ先制医学コース担当、ナノ診断開発
コース担当（運営・学生指導）

1.5

1

14 平尾　敦 ﾋﾗｵ ｱﾂｼ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・教授 医学博士 幹細胞生物学
ナノ先制医学コース担当（運
営・学生指導） 1

プログラム運営委員、産学連携協力担
当、講義・カリキュラム担当 1.5

13 篁 俊成 ﾀｶﾑﾗ ﾄｼﾅﾘ 金沢大学・医薬保研研究域医学系・教授 医学博士
内分泌・代謝
内科学

ナノ先制医学コース担当（運
営・学生指導）

ナノ先制医学コース担当（運
営・学生指導） 2

17 中島　美紀 ﾅｶｼﾞﾏ ﾐｷ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・教授
博士（薬
学）

薬物代謝学
医薬品安全性
学

ナノ先制医学コース担当（運
営・学生指導）

腫瘍学
分子病理学

ナノ先制医学コース担当（運
営・学生指導） 1

16 倉知　慎 ｸﾗﾁ ﾏｺﾄ 金沢大学・医薬保健研究域医学系・教授
博士（医
学）

分子生物学
免疫学

15 大島　正伸 ｵｵｼﾏ ﾏｻﾉﾌﾞ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・教授 獣医学博士

感染症学、寄
生虫学

ナノ先制医学コース担当（運営・学生
指導），講義・カリキュラム担当 1

20 原　章規 ﾊﾗ ｱｷﾉﾘ 金沢大学・医薬保健研究域医学系・准教授
博士（医
学）

公衆衛生学

19 所　正治 ﾄｺﾛ ﾏｻﾊﾙ 金沢大学・医薬保健研究域医学系・准教授
博士（医
学）

1

18 井上　啓 ｲﾉｳｴ ﾋﾛｼ 金沢大学・新学術創成研究機構・教授
博士（医
学）

代謝栄養生理
学、食生活学

ナノ先制医学コース担当（運
営・学生指導） 1

1

22 藤永　由佳子 ﾌｼﾞﾅｶﾞ ﾕｶｺ 金沢大学・医薬保研研究域医学系・教授 医学博士 細菌学
ナノ先制医学コース担当（運
営・学生指導） 1

ナノ先制医学コース　産学連
携協力担当 1

21 平安　恒幸 ﾋﾗﾔｽ ｺｳﾕｷ
金沢大学・先進予防医学研究センター・准教
授

博士（保健
学）

免疫学
ラボローテーション指導担当
（運営・学生指導）

講義・カリキュラム担当　講義・カリ
キュラム担当　ナノ先制医学コース 1

25 南保　英孝 ﾅﾝﾎﾞ ﾋﾃﾞﾀｶ 金沢大学・融合研究域融合科学系・准教授
博士（工
学）

人工知能
講義・カリキュラム担当、ナノ先制医
学コース担当（運営・学生指導）

臨床腫瘍学
ナノ先制医学コース担当（運
営・学生指導） 1

24 原田　憲一 ﾊﾗﾀﾞ ｹﾝｲﾁ 金沢大学・医薬保健研究域医学系・教授
博士（医
学）

人体病理学

23 矢野 聖二 ﾔﾉ ｾｲｼﾞ
金沢大学・医薬保健研究域医学系・がんセン
ター長・教授

博士（医
学）

1

（【1908】機関名：金沢大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム）
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様式１

[公表]

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

１４．プログラム担当者一覧（続き）

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

26 河崎　洋志 ｶﾜｻｷ ﾋﾛｼ 金沢大学・医薬保健研究域医学系・教授 医学博士 脳神経医学
ナノ脳神経学コース担当（運
営・学生指導） 1

55 Yuri Korchev ﾕｰﾘ ｺﾙﾁｪﾌ

Professor of Biophysics, Department of
Medicine, Imperial College London
(England)，金沢大学・ナノ生命科学研究
所・主任研究員

Ph.D.in
Biophysics and
Cytology

Biophysics 博士論文研究

神経科学
生理学

講義・カリキュラム担当、ナノ脳神経
学コース担当（運営・学生指導） 1

28 山本　靖彦 ﾔﾏﾓﾄ ﾔｽﾋｺ 金沢大学・医薬保健研究域医学系・教授 医学博士
生化学、病態
医化学

27 三枝　理博 ﾐｴﾀﾞ ﾐﾁﾋﾛ 金沢大学・医薬保健研究域医学系・教授
博士（理
学）

0.5

1

30 西山　正章 ﾆｼﾔﾏ ﾏｻｱｷ 金沢大学・医薬保健研究域医学系・教授
博士（医
学）

分子生物学
ナノ脳神経学コース担当（運
営・学生指導） 1

ナノ脳神経学コース担当（運
営・学生指導） 1

29 尾﨑　紀之 ｵｻﾞｷ ﾉﾘﾕｷ 金沢大学・医薬保健研究域医学系・教授
博士（医
学）

疼痛学
講義・実習指導担当、ナノ脳神経学
コース担当（運営・学生指導）

ナノ脳神経学コース担当（運
営・学生指導） 1

33 中田　光俊 ﾅｶﾀﾞ ﾐﾂﾄｼ 金沢大学・医薬保健研究域医学系・教授 医学博士 脳腫瘍学
ナノ脳神経学コース担当（運
営・学生指導）

神経精神薬理
学

ナノ脳神経学コース担当（運
営・学生指導） 1

32 横山　茂 ﾖｺﾔﾏ ｼｹﾞﾙ
金沢大学・子どものこころの発達研究セン
ター・教授 医学博士

分子神経生物
学

31 金田　勝幸 ｶﾈﾀﾞ ｶﾂﾕｷ 金沢大学・医薬保健研究域薬学系・教授
博士（薬
学）

神経心理学
講義・カリキュラム担当、ナノ脳神経
学コース(運営・学生指導) 1

36 佐藤  　純 ｻﾄｳ ﾏｺﾄ 金沢大学・新学術創成研究機構・教授 博士(理学) 神経発生学

35 松井　三枝 ﾏﾂｲ ﾐｴ 金沢大学・国際基幹教育院・教授 博士(医学)

1

34 宮地　利明 ﾐﾔﾁ ﾄｼｱｷ 金沢大学医薬保健研究域保健学系・教授
博士（工学），
博士（医学）

磁気共鳴医学，
生体イメージン
グ

ナノ脳神経学コース担当（運
営・学生指導） 1

1

38 前田　勝浩 ﾏｴﾀﾞ ｶﾂﾋﾛ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・教授
博士（工
学）

高分子合成
産学連携協力担当，ナノ環境科学コー
ス（運営・学生指導） 1

講義・カリキュラム担当、ナ
ノ神経科学コース担当 1

37 Richard Wong ﾘﾁｬｰﾄﾞ ｳｫﾝｸﾞ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・教授
博士（医
学）

分子細胞生物
学

ナノ脳神経科学コース担当
（運営・学生指導）

ナノ環境科学コース担当（運営・学生
指導）、講義・カリキュラム担当 1

41 古山　渓行 ﾌﾙﾔﾏ ﾀﾆﾕｷ 金沢大学・ナノマテリアル研究所・准教授
博士（薬
学）

有機合成化学
機能材料化学

ナノ環境科学コース担当（運
営・学生指導）

有機系太陽電
池

ナノ環境科学コース担当（運
営・学生指導） 1

40 淺川　雅 ｱｻｶﾜ ﾋﾄｼ 金沢大学・理工研究域物質化学系・准教授 博士(工学)
ナノ計測
界面化学

39 當摩　哲也 ﾀｲﾏ ﾃﾂﾔ 金沢大学・ナノマテリアル研究所・教授
博士（工
学）

大気環境科学
ナノ環境科学コース担当、ラボロー
テーション指導担当（運営・学生指
導）

1

44 髙橋　憲司 ﾀｶﾊｼ ｹﾝｼﾞ 金沢大学・理工研究域生命理工学系・教授
博士（工
学）

化学反応工学

43 松木　篤 ﾏﾂｷ ｱﾂｼ
金沢大学・環日本海域環境研究センター・准
教授

博士（理
学）

1

42 徳田　規夫 ﾄｸﾀﾞ ﾉﾘｵ 金沢大学・ナノマテリアル研究所・教授
博士（工
学）

半導体工学
表面・界面制御

ナノ環境科学コース担当、講義・カリ
キュラム担当、ラボローテーション指
導担当

1

1

46 瀬戸　章文 ｾﾄ ﾀｶﾌﾐ
金沢大学・理工研究域フロンティア工学系・
教授

博士（工
学）

化学工学
ナノ環境科学コース担当（運
営・学生指導） 1

ナノ環境科学コース担当（運営・学生
指導）、講義・カリキュラム担当 1

45 比江嶋　祐介 ﾋｴｼﾞﾏ ﾕｳｽｹ
金沢大学・理工研究域フロンティア工学系・
准教授

博士（理
学）

分光計測
高分子物性
反応工学

ナノ環境科学コース担当、ラボロー
テーション指導担当（運営・学生指
導）

ナノ診断開発コース担当（運営・学生
指導）、産学連携協力担当 1

49 高橋　康史 ﾀｶﾊｼ ﾔｽﾌﾐ
名古屋大学・大学院工学研究科電子工学専
攻・教授，金沢大学・ナノ生命科学研究所・
特任教授

博士（学
術）

電気化学計測
ナノ診断開発コース担当（ラボロー
テーション指導担当(運営・学生指
導）)

超分子化学
錯体化学

ナノ環境科学コース担当（運
営・学生指導） 1

48 福間　剛士 ﾌｸﾏ ﾀｹｼ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・教授
博士（工
学）

ナノ計測工学

47 秋根　茂久 ｱｷﾈ ｼｹﾞﾋｻ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・教授
博士（理
学）

超分子化学
錯体化学

ナノ診断開発コース担当（運
営・学生指導） 1

52 西村　達也 ﾆｼﾑﾗ ﾀﾂﾔ 金沢大学・理工研究域物質化学系・准教授
博士（工
学）

ナノマテリアル
サイエンス・機
能性高分子合成

51 酒田　陽子 ｻｶﾀ ﾖｳｺ 金沢大学・理工研究域物質化学系・准教授
博士（理
学）

0.5

50 柴田　幹大 ｼﾊﾞﾀ ﾐｷﾋﾛ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・教授
博士（工
学）

生物物理学
ナノ診断開発コース担当（運営・学生
指導）、産学連携協力担当 1

0.5

54 Mark MacLachlan ﾏｰｸ ﾏｸﾗｸﾗﾝ

Professor, Department of Chemistry,
University of British Columbia
(Canada)，金沢大学・ナノ生命科学研究所・
主任研究員

PhD in
Chemistry

Supramolecul
ar Chemistry

博士論文研究 0.5

ナノ診断開発コース担当（運営・学生
指導）・産学連携協力担当 1

53 Adam Stuart Foster ｱﾀﾞﾑ ｽﾁｭｱｰﾄ ﾌｫｽﾀｰ
Department of Applied Physics, Aalto
University, (Finland)・Professor，金沢大
学・ナノ生命科学研究所・主任研究員

PhD in Theoretical
Solid State
Physics

Theoretical
Solid State
Physics

博士論文研究

（【1908】機関名：金沢大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム）
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様式１

[公表]

56 島本　周 ｼﾏﾓﾄ ｼｭｳ
（株）ダイセル・研究開発本部先端材料企画
部・主席部員，金沢大学大学院自然科学研究
科次世代セルロース科学連携講座・特任教授

博士（農
学）

セルロース誘導
体の化学と物理

産学連携協力担当 1

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

81

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

１４．プログラム担当者一覧（続き）

産学連携協力担当 0.5

59 西部　隆宏 ﾆｼﾌﾞ ﾀｶﾋﾛ 富士フイルム和光純薬株式会社・主席研究員
博士（理
学）

ライフサイエ
ンス

産学連携協力担当

顕微鏡技術一
般

産学連携協力担当 1

58 森瀬　博史 ﾓﾘｾ ﾋﾛﾌﾐ

株式会社 リコー・リコーフューチャーズビ
ジネスユニットメディカルイメージング事業
センター臨床開発室MEG臨床開発グループ・
グループリーダー

博士（理
学）

理論物理学
脳科学

57 鶴旨　篤司 ﾂﾙﾑﾈ ｱﾂｼ
株式会社ニコンソリューションズバイオ営業
本部　AE部部長 理学士

低温物理学
プログラム運営委員，講義・カリ
キュラム担当，ナノ環境科学コー
ス担当（運営）

1

62 米山　猛 ヨネヤマ　タケシ 金沢大学・自然科学研究科・特任教授 工学博士
塑性加工，ス
ポーツ工学，
医療機器

61 松本　宏一 マツモト　コウイチ
金沢大学・理工研究域数物科学系・理工研究
域長・教授

博士（工
学）

0.5

60 石橋　太郎 ｲｼﾊﾞｼ ﾀﾛｳ ファイザーR&D合同会社社長
博士（薬
学）

医薬品開発 産学連携協力担当 0.5

10

64 塚　正彦 ヅカ　マサヒコ 金沢大学・医薬保健研究域医学系・教授
博士（医
学）

血管壁脆弱性，
法医病理学，血
小板，脳脊髄液

ナノ環境科学コース担当，ラボ
ローテーション指導担当（運営・
学生指導）

1

カリキュラム・運営, 産学連
携担当 10

63 吉田　孟史 ヨシダ　タケシ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・特任助教
博士（薬
学）

免疫学 カリキュラム・運営

ナノ診断開発コース担当（運
営・学生指導） 1

67 中山　隆宏 ナカヤマ　タカヒロ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・准教授
博士（理
学）

一分子動態観
察，原子間力顕
微鏡

ナノ診断開発コース担当（運
営・学生指導）

ナノサイエン
ス

ナノ診断開発コース担当（運
営・学生指導） 1

66 紺野　宏記 コンノ　ヒロキ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・准教授
博士（薬
学）

生化学，1分
子計測

65 渡邊　信嗣 ワタナベ　シンジ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・准教授
博士（理
学）

走査型プロー
ブ顕微鏡

ナノ診断開発コース担当（運
営・学生指導） 1

70 角野　歩 スミノ　アユム 金沢大学・ナノ生命科学研究所・助教
博士（工
学）

生物物理学，イ
オンチャネル，
原子間力顕微鏡

69 宮澤　佳甫 ミヤザワ　ケイスケ
金沢大学・理工研究域フロンティア工学系・
助教

博士（工
学）

1

68 宮田　一輝 ミヤタ　カズキ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・助教
博士（工
学）

ナノテクノロ
ジー，原子間力
顕微鏡，固体／
液体界面

ナノ診断開発コース担当（運
営・学生指導） 1

71 中　俊明 ナカ　トシアキ 澁谷工業株式会社・取締役副社長 工学士 技術一般 産学連携協力担当 0.5

ナノ診断開発コース担当（運
営・学生指導） 1

80

産学連携協力担当 0.5

74 絹谷　清剛 キヌヤ　セイゴ
金沢大学・医薬保健研究域医学系・医薬保健
学総合研究科長・教授 医学博士 核医学 プログラム運営委員

光情報処理，
光応用計測・
制御

産学連携協力担当 0.5

73 山﨑 康平 ヤマザキ　コウヘイ
ケアプロ株式会社・交通医療事業部・マネー
ジャー 法学士

人材育成，事
業開発

72 豊田　晴義 トヨダ　ハルヨシ
浜松ホトニクス株式会社・執行役員・中央研
究所長

博士（工
学）

脳神経内科学，認
知症，パーキンソ
ン病

ナノ脳神経科学コース担当
（運営・学生指導） 1

77 近藤　聖二 コンドウ　セイジ
オリンパス株式会社先進技術開発PMOガバナ
ンスシステムグローバル・Expert 学士

分子診断，プロ
ジェクトマネージ
メント

76 小野　賢二郎 オノ　ケンジロウ 金沢大学・医薬保健研究域医学系・教授
博士（医
学）

1

75 坂本　二郎 サカモト　ジロウ
金沢大学・設計製造技術研究所・新学術創成
研究科長・教授

博士（学
術）

計算力学，最適
設計，バイオメ
カニクス

プログラム運営委員 1

0.5

79 的場　一隆 マトバ　カズタカ
日産化学株式会社生物科学研究所医薬医療材
研究部医療材料グループ・主席研究員

工学修士，技
術経営修士

ヘルスケア領
域

産学連携協力担当 0.5

産学連携協力担当 0.5

78 中村　俊裕 ナカムラ　トシヒロ 一般社団法人コペルニク・ジャパン・理事
比較政治学
修士

開発援助，国際協
力，ソーシャルイ
ノベーション

産学連携協力担当

83

82

（【1908】機関名：金沢大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム）
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様式２ 

（機関名：金沢大学 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム）

平成３１年度（２０１９年度） 

卓越大学院プログラム 計画調書（中間評価後修正変更版）※中間評価結果（案）を踏まえた修正 

[採択時公表] 

（１）プログラムの全体像【１ページ以内】
（申請するプログラムの全体像を１ページ以内で記入してください。その際、平成３１年度「卓越大学院プログラ
ム」審査要項にある評価項目の「卓越性」、「構想の実現可能性」、「継続性及び発展性」、「実効性」が明確になるよ
うに記入してください。）

※ポンチ絵は不要です。

【育成人材像とプログラムの卓越性】 

本プログラムは、人類社会の課題である「がん、生活習慣病、脳神経病、微小粒子・ナノ材料に

よる疾患」の 5 つにターゲットを絞り、ナノレベルでの理解・制御による革新的予防・診断・治療

法の創出を担う「技術に強いナノ精密医学プロフェッショナル・医学に強いナノ精密理工学プロフ

ェッショナル」の育成を目的とする。医薬保健学系・理工学系研究科に所属する学生が、世界トッ

プレベルの研究力を有する本学 WPI 拠点ナノ生命科学研究所（"NanoLSI"、主任研究者全 16 名 2018

年の Top10% ジャーナル掲載率=77.1%、FWCI=1.55）の研究成果に基づいたナノサイエンスを、自

身の専門分野との有機的融合の中で学び、その知識・技術を活用することで、Society 5.0 の実現に欠

かせない人々の健康基盤構築のためのイノベーションを起こす人材となるよう養成する。自身の強

みを理解しつつ未踏領域へ果敢に踏み出し、背景の異なるグループにおいても資質を発揮する次世

代のリーダーとなる本プログラムの修了者は、本学大学院全域の修了者のロールモデルとなる。

教育プログラムとしては、(1) 1～2 年目のプログラム基盤課程で、全員が共通科目を履修し、自身

の強みや社会のニーズに対する理解を深めながら確固たる将来像を構築し、俯瞰力・独創力を養う点、

(2) 2 年目又は 3 年目以降の専門コース課程では、所属研究科以外の研究科が運営するコースも自由に

選択でき、新たなイノベーションを創出する素養を育む点、(3) 修了者には、NanoLSI に設置する共

用の最先端ナノ計測機器の使用資格者として、"NanoLSI アソシエイト"の称号を付与する点、(4) 博

士課程の成績上位者には教育研究支援経費を給付し、学修研究に専念できる点に卓越性・特色がある。 

【構想の実現可能性】

本プログラムにおいて中心的役割を果たすのは、本学ナノ生命科学研究所、医薬保健学総合研究科、

自然科学研究科、新学術創成研究科、先進予防医学研究科である。100%英語で行う授業等の国際性や、

優れた研究指標に加え、共同研究も活発であり、学外も含め連携は強固である。

これらの研究領域を専門とする学士課程日本人学生・留学生を対象としたプレプログラム説明会を

毎年実施し、学長、プログラム担当者、国内参画企業のコーディネーターによるプレ講義・演習を行

う。この過程で、先進課題解決に資する異分野融合・起業マインド醸成を体験させ、どの分野とも繋

がれるナノサイエンスの発展性や、専門性を活かした卓越人材への道程を示し、プログラムの魅力を

アピールしながら優秀な人材を確保する。

【継続性及び発展性】

７年間の支援期間中に、プログラム学生のインターンシップ、修了者の輩出・就職等を通じ、既に

構築してきた学外連携先機関との教育協力・資金援助等の協力関係を更に強固にし、学内資源等を活

用しつつ期間終了後の完全自立化を図る。一方、2020 年度設置の「新学術創成研究科ナノ生命科学専

攻」の学生もプログラムの履修対象者とし、次世代のナノサイエンスのプロフェッショナルを加えた

育成人材の多様化を進め、本プログラムを全学的に展開する。また本プログラムで培う、複数分野横

断型の異分野融合による人材育成手法を、今回対象としていない自然科学の分野や人文科学・社会科

学分野にも拡張することで、全学展開を更に拡大し、大学院教育の抜本的な改革を推進する。

【実効性】 

近年指摘され続けている「"自大学の特色を活かせていない"、"社会的需要を認識していない"博士

人材の輩出」という大学院教育の課題に対する解決策の提示が、本プログラムの意義の 1 つである。

本プログラムが輩出する人材は、「ナノサイエンス」を強みとし、高度な知見を持つ博士人材が社会貢

献することの意味を理解し、自身の役割に限界を設けずに医薬保健・理工といった既存の枠組みを超

えて、未踏領域にチャレンジする知のプロフェッショナルである。このような国際的変革リーダー人

材の育成を全学的に展開するため、学長を機構長とする「グローバル人材育成推進機構」の下に学長

を座長とする本プログラムの運営委員会を設置し、シームレスな運営マネジメント体制で本学大学院

全域の改革を速やかに実現していく。 

5



様式２ 

（機関名：金沢大学 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム）

（２）プログラムの内容【４ページ以内】
（国内外の優秀な学生を、高度な「知のプロフェッショナル」、すなわち、俯瞰力及び独創力並びに高度な専門性を
備え、大学や研究機関、民間企業、公的機関等のそれぞれのセクターを牽引する卓越した博士人材へと育成するた
め、国際的に通用する博士課程前期・後期一貫した質の保証された学位プログラムを構築・展開するカリキュラム
及び修了要件等の取組内容を記入してください。また、人材育成上の課題を明確にした上で、その課題解決に向け
検証可能かつ明確な目標を、プログラムの目的にふさわしい水準で設定し記入してください。） 

※プログラムの内容が分かるようにまとめたポンチ絵（１ページ以内）を別途添付してください。（文字数や行数を
考慮する必要はありません。）

【人類社会の健康に関する課題】  

 遺伝子解析技術の進展により、がんや認知症といった難治性疾患の内因性原因分子が次々と解明

されている。また、我々の健康を脅かす外因性脅威として、微小粒子などの環境因子やナノ材料な

どの工業材料の病原性が明らかとなっている。それにも関わらず、社会の高齢化や各国の工業化・

文明化に伴い、これらの疾患は克服されるどころか、近年増加の一途を辿り、日本のみならず世界

においても依然大きな社会問題として残されている。

上記の疾患はいずれも、Society5.0 の実現のために克服しなければならない健康に関する課題であ

るが、その解決には産学連携に基づいた包括的なアプローチが必要である。そもそも原因は判明し

ていても疾患が克服できない大きな要因の１つは、生体内における疾患原因物質の動態・構造がナ

ノレベルで解明されていないということである。この点に関して、2017 年に創設した本学の世界ト

ップレベル研究拠点（WPI）ナノ生命科学研究所（NanoLSI）では、これまで原子間力顕微鏡

（"AFM"、Atomic Force Microscope）などのナノプローブ顕微鏡技術の開発に力を注ぎ、最新の蛍光

顕微鏡や電子顕微鏡、X 線構造解析などでも観察することのできない「疾患原因物質の分子構造の

変化や動態」の解析において、世界をリードする研究成果を多数生み出している（主任研究者全 16

名 2018 年の Top10%ジャーナル掲載率=77.1%、FWCI=1.55。）。

しかし、研究成果を生み出すこと自体は、健康課題解決への包括的アプローチの土台に過ぎず、

その土台の上に、その研究成果から得られる知見・技術と人工知能（AI）や数理データサイエン

ス・シミュレーションなどの Society5.0 必須構成要素との融合と、さらには、実際に現場で働く医療

従事者や医療精密機器開発技術者への波及などのプロセスが必要である。社会を変えるためには知

識の普及だけではなく、人材の育成が必要である。最新のナノサイエンス・ナノテクノロジーと関

連する分野を結びつける医学と理工学のマルチディシプリン的人材や、「予防・診断・治療」の各段

階において現場を熟知しているスペシャリスト、さらには多様なバックグランドを持つグループの

中心で Hub 的役割を担う知のプロフェッショナルといった、卓越した人材が活躍して初めて、問題

の解決への道筋が見えてくる。

【育成人材像・金沢大学の強みを活かした人材養成】 

2015 年にアメリカから"Precision Medicine"が提案され、世界的に注目されている。これは、最先端

技術を用いた遺伝子解析により、患者個人レベルでの最適な治療を目指すもので、「精密医学」と和

訳されている。しかし、遺伝子解析のみでは不十分であることは、上記で説明した通りであり、金

沢大学は、ナノプローブ顕微鏡という強みを活かし、「ナノを制御する装置・材料の開発による革新

的予防・診断・治療法を創出」するための教育と研究を分野横断的かつ体系的に実践する拠点を先

駆けて形成する。このことにより、疾患の普遍的な原因解明を目指すとともに、個別化医療にも応

用する「ナノ精密医学・ナノ精密理工学」という新たな知の創造と活用を主導し、社会にイノベー

ションをもたらす人材を世界に輩出するハブとなる。

そこで本プログラムは、人類社会の課題である「がん、生活習慣病、脳神経病、微小粒子・ナノ

材料による疾患」の 5 つにターゲットを絞り、ナノレベルでの理解・制御による革新的予防・診

断・治療法の創出を担う「技術に強いナノ精密医学プロフェッショナル・医学に強いナノ精密理工

学プロフェッショナル」を育成する。

 受講学生は、本学の医薬保健学総合研究科、先進予防医学研究科、自然科学研究科、新学術創成

研究科（2020 年度にナノ生命科学専攻を新設）から募る。学生自身の専門分野に加え、ナノサイエ

ンス・ナノテクノロジーが医学・理工学にどのように応用・活用されるのかを、ナノ精密医学・ナ

ノ精密理工学として学修し、またそれが Society5.0 においてどのような意義をもち、どのように社会

に変革を生み出すことができるのかを、数理データサイエンスやイノベーションの修得を通して理

解を深める。
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様式２ 

（機関名：金沢大学 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム）

また、本プログラムの修了者には、ナノ生命科学研究所棟（2020 年完成）に設置する共用のナノ

プローブ顕微鏡の使用資格者として、"NanoLSI アソシエイト"の称号を与える。世界最先端のナノ

プローブ顕微鏡を自在に操作できるという「高度な専門性・優位性」を有することで、様々な生命

現象をナノレベルで捉える「俯瞰力」とナノ精密医学・理工学における新たなイノベーションを創

出する「独創力」を備えた貴重な卓越人材として、各分野を牽引する活躍が期待される。

【全学的な取り組み・4 つのコース】 

本プログラムは、様々な機関の連

携協力のもとに実施され、学内から

は、ナノ生命科学研究所を中心に、

医薬保健研究域・理工研究域・融合

研究域・新学術創成研究機構・がん

進展制御研究所・ナノマテリアル研

究所・先進予防医学研究センター・

子どものこころの発達研究センターなど世界トップ大学と伍して卓越した教育研究を推進している

機関から、教員が従来の研究科の枠を超えてプログラム担当者として参画する。特に、それぞれの

プログラム担当者の強みと、「がん、生活習慣病、脳神経病、微小粒子・ナノ材料による疾患」の予

防・診断・治療の各段階との関連、社会へのイノベーションとの観点から、下記 4 つのコースを設

定し、それぞれを総括するマネージャーを配置する。

また、これらの専門コースの博士課程学生の内、成績上位者には教育研究支援経費を給付し、学

修研究に専念できる環境を整備する。

1）ナノ先制医学コース（マネージャー：田嶋 敦 医薬保健研究域 教授）

精密医学の中でも予防に特化し、個人の遺伝子・タンパク質・代謝産物などの疾患原因分子を医

化学的・疫学統計学的に解析することで、疾患を発症前に診断・予測し介入するのが先制医学で

ある。本コースでは、必修科目『未来型ナノ先制医学論』を開講し、このような先制医学の知見

に加え、最先端のナノ計測学とシミュレーション科学も学修し、がん・生活習慣病などの疾患原

因分子のナノ動態・ナノ構造の根本的理解に基づく診断・予測技術の開発や、ナノレベルの制御

による予防・治療の実践に取り組む人材の育成を行う。

2）ナノ脳神経学コース（マネージャー：菊知 充 医薬保健研究域 教授）

認知症や自閉症を含む精神・神経疾患に対する次世代の予防・診断・治療法の確立のためには、 

その原因分子のナノ動態・ナノ構造、神経シナプスのナノ微細構造などを理解できる高度な専門

性が必要となる。本コースの必修科目『統合ナノ神経科学論』では、そのために必要な、ゲノム

解析や超解像蛍光顕微鏡、電子顕微鏡、電気生理、脳磁図などを用いた解析技術と、ナノプロー

ブ顕微鏡を用いた解析アプローチを学修し、ナノ計測学・ナノマテリアルに精通した医療人、疾

患病理を理解したナノマテリアル技術開発者の育成を行う。

3）ナノ環境科学コース（マネージャー：長谷川 浩 理工研究域 教授）

環境科学に関連する今日的な課題の 1 つとして、PM2.5 等の環境中微小粒子や超微量物質、ナノ

材料等の病原性に起因する疾患の問題がある。本コースの必修科目『環境ナノ物質制御論』では、

その原因となるナノスケールの動的な構造情報と超分子化学に基づく反応制御理論、細胞レベル

の生体応答情報に基づいて、データサイエンスの手法を導入したマテリアルインフォマティクス

を学修し、先進医療や生命科学の課題解決に資する機能性材料の探索と設計を進め、環境・エネ

ルギー等の関連産業分野のイノベーションにも貢献する高性能かつ安全な新規ナノ材料を創出

する人材を育成する。

4）ナノ診断開発コース（マネージャー：古寺 哲幸 ナノ生命科学研究所 教授）

既存技術では成し得なかったナノ精密病理診断の実現のためには、疾患原因物質のナノ動態・ナノ

構造や細胞のナノ微細構造の解析、また病理診断に有用な詳細情報を抽出・分類・データベース化

するスキルが重要な役割を果たす。本コースでは、必修科目『先進ナノ診断開発論』を開講しナノ

計測学とナノマテリアルサイエンスに加え、人工知能（AI）や数理データサイエンスを学修し、ナ

ノ精密病理診断法の開発を実践する人材、その技術や装置の開発・改良を推進する人材を育成する。 
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（機関名：金沢大学 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム）

【カリキュラム体系】 

[教育理念] 

 本プログラムは、本学の先進予防医学研究科、医薬保健学総合研究科、自然科学研究科、新学術

創成研究科の学生を対象とした研究科横断型学位プログラムで、5 年一貫制課程 (M+D)および医

学・薬学系の 4 年制課程 (R1～R4)からなる。医薬保健学、理工学といった既存の枠を超え活躍する

医学と理工学のマルチディシプリン的人材、「予防・診断・治療」の各段階において現場を熟知して

いるスペシャリスト、多様なバックグランドを持つグループの中心で Hub 的役割を担う知のプロフ

ェッショナルといった 3 つの資質を兼ね備えた「技術に強いナノ精密医学プロフェッショナル・医

学に強いナノ精密理工学プロフェッショナル」を育成するべく、下記カリキュラムを設置する。

[修了要件] 

 本プログラムが指定する科目の単位を修得し、かつ学生が所属する研究科の博士論文審査と最終

試験に合格していることを修了要件とする（学生は自身が所属する研究科の単位も修得する必要が

あるため、カリキュラムは過度の負担にならないように構成している）。

[入学前・アドミッション] 

 博士人材育成事業を総括した「博士研究人材支援・研究力強化戦略プロジェクト」において、

書類審査と面接審査により、ナノ計測技術の活用に意欲の高い最優秀の学生を選抜する。

 入学前に「プレプログラム講義・演習」（1 単位）を実施する。プログラム担当者に加え、連携

先企業担当者を講師に招き、アントレプレナー（起業家）研修を実施する。また、ナノ計測技

術に関する講義や演習、機器の操作実習を通じ、本事業が目的とするナノサイエンスを活用す

る人材像を受講者に明確に意識付ける。

 入学予定の研究科の主任指導教員が“第１メンター”となり、研究課題の指導にあたる。

[プログラム基盤課程（1～2 年目）]

 本プログラムの学生は、選択した研究科の各分野から入学してくるが、M1 及び M2 の 2 年間又

は R1 の期間（「プログラム基盤課程」と呼ぶ）は、特定の専門コースに所属せず、共通科目を

履修する（D1・R2 進級時に専門コースを決定する）。

 共通科目は『ナノ科学概論（2 単位）』、データサイエンス（1 単位）、イノベーション（1 単

位）から構成。将来のキャリア形成の基盤となる知識を習得する。

 プログラム基盤課程は、これまでの専門分野に軸足を置きつつもそれにとらわれず、将来のキ

ャリアの可能性を探索するコースワーク期間と位置づけられる。プログラム基盤課程の開講科

目を基に、本学の全大学院学生が修得すべき能力を明確に定義し、研究科横断型の基幹教育科

目「大学院 GS 基盤・発展科目」を令和 4 年度に創設した。学生のカリキュラム負担を考慮

し、本プログラムの開講科目に代えて、大学院 GS 基盤・発展科目を履修させる。

 入学直後から、第１メンターの研究室に加え、学生の所属研究科とは異なる研究科の複数のプ

ログラム担当者の研究室でラボ・ローテション（1 単位）を実施し、医学と理工学のマルチデ

ィシプリン的人材としての素養を身につける。学生は、ラボ・ローテションを通し、専門コー

スとコース・メンター（第 2 メンター）を決定する。

 プログラム基盤課程の最後に、Nano-Qualifying Examination (N-QE)を筆記・面談試験により実施

し、学生がナノ医学・ナノ理工学における基礎的知識を修得しているかを評価する。このこと

で、専門コースへ進む学生の質を担保する。

[専門コース課程（2 年目又は 3 年目以降）] 

 プログラム基盤課程終了後に、専門 4 コース課程の中から一つを選択し、専門科目（2 単位）
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を履修する。各コースは、運営担当する研究科に所属するプログラム担当者だけではなく、それ

以外の研究科や他大学・企業からの担当者が 25%以上参加し、教育の多様性を確保する。 

 必修科目の『ナノ科学融合実践演習（1 単位〔令和 4 年度以降 D1、R1 入学者〕又は 2 単位〔令

和 3 年度以前 D1、R1 入学者〕）』では、担当講師の指導のもと、プログラム学生が主体となり、

セミナーの運営を実施する。異なるコースの学生がグループを作り、自分たちが定めた融合研究

プロジェクトを行ったり、外部からの講師を招聘するセミナーを企画したりすることで、学生が

主体となるアクティブ・ラーニングを推進する。

 企業等への『インターンシップ』又は『海外研究留学』は選択必修科目（2 単位）とする。な

お、令和 4 年度以降の D1、R1 入学者は、大学院 GS 発展科目において実施する。インターンシ

ップの場合は、専門コースでの研究テーマを社会実装に発展させるべく、研修先での 10 日間以上

の社会実装研修を課す。これは博士課程における自らの研究成果の妥当性や有用性について検証

する研修である。研修先は、企業（連携先企業とインターンシップの実績がある企業）だけでな

く、海外連携先や地域など、第１メンター、第２メンターとの十分な協議により決定する。

 インターンシップでは、事前・事後の学修時間を設け、学生が計画書・報告書を作成する。事前

学修では、第１メンター及び第２メンターの指導の下、実習の目的、達成目標を明確に設定す

る。インターンシップ実施後は自身が設定した目標の達成度や自己評価を踏まえ、第１メンター

に報告する。学生の報告、企業からのフィードバックを踏まえ、インターンシップの成果をその

後の研究に活かすべく第１メンターが助言・指導を行う。これは大学院学生自身が計画・実施し

た研究テーマについて検証する研修であり、

アカデミアが陥りやすい、シーズが社会実装

する前の「死の谷」をどのように渡るのかを

経験させる研修でもある。シーズが死の谷を

越えたもの関しては引き続き、『アントレプ

レナー研修』となる。

 研究留学は、世界トップレベルの連携・協力

大学に派遣する。特に英国の Imperial College

London とカナダの University of British Columbia からはプログラム担当者である Korchev（ナノ計

測学）、MacLachlan（超分子化学）といった世界的にも卓越した研究者が本学ナノ生命科学研究所

に主任研究者として所属しており研究指導も担う。両大学とは WPI での連携を通じて共同研究や

若手研究者派遣等、実質的かつ密な関係が構築され、本事業もその延長線上にある。世界的研究

者が集う環境の下で実施する海外体験は稀有な体験として、学生にとって大きな糧となる為、プ

ログラム担当者が有する国際的研究ネットワークを最大限活用する。

【人材育成における質の保証】 

[国際的通用性] 

金沢大学では、スーパーグローバル大学創成支援事業（SGU）の下、グローバル人材育成を旗印と

して国際基幹教育院を設置（H28）し、大学院課程における授業の 100％英語化、全研究科・専攻へ英

語のみで修了できる学位プログラムの設置に向けた取組みを進めている。これは、本プログラムにも

当てはまる。具体的には、先駆けて、すべての講義を原則として英語により実施する。さらに、学生

の国際学会への参加、国際学術誌への投稿を推奨する。

[プログラム担当者の FD] 

 学生の国際通用性の質を保証するには、教育面での教員側の質も向上させる必要があり、アクティ

ブ・ラーニングや英語での講義に関する研修を受け、一定以上のレベルに達していることを求める。

[プログラム評価指標] 

プログラムの国際的な通用性・卓越性・優位性を担保するために、(1)プログラムの活動を図る指標

としてインプット評価指標、(2)その結果として出てくるアウトプット評価指標、さらには、(3)アウト

プットを解釈、実行したものをアウトカム評価指標とする（詳細は『プログラムとして設定する検証

可能かつ明確な目標』に記載）。

(1) インプット評価指標:  プログラム説明会に参加する学生数、企業担当者による講演・講義数。

(2) アウトプット評価指標: 国際学術誌掲載論文数、国際機関での活動に参加した学生数、など。

(3) アウトカム評価指標:  外部資金獲得学生数、学生によるベンチャー企業立ち上げ件数、など。
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◎プログラムとして設定する検証可能かつ明確な目標【１ページ以内】

項　目 内　容 実績 備　考
[インプット評価指標]
プログラム説明会に参加
する学生数

令和元年〜7年度（2019年度〜2025年度）
60名／年

令和元年度（2019年度）27名/年
（YouTube再生数 163回）
令和2年度（2020年度）42名/年
（YouTube再生数 121回）
令和3年度（2021年度）32名/年
（YouTube再生数 155回）
令和4年度（2022年度）65名/年

毎年ゲストスピーカーと
して産業界の第一線で活
躍するイノベーターを招
待し、プログラム定員の5
倍の学生の参加を想定。

[インプット評価指標]
企業担当者による講演・
講義数

令和元年度（2019年度）　2回／年
令和2年度〜3年度（2020年度〜2021年
度）　4回／年
令和4年度〜7年度（2022年度〜2025年
度）　6回／年

令和元年度（2019年度）　3回／年
令和2年度（2020年度）　 2回／年
令和3年度（2021年度）　11回／年
令和4年度（2022年度）　17回／年

毎年、『プレプログラム
合宿』で2回、『イノベー
ション・マネジメント
論』で2回、『ナノ科学融
合セミナー』で2回と想
定。

[アウトプット評価指標]
国際学会発表件数

令和元年度〜2年度（2019年度〜2020年
度）　―件／年
令和3年度（2021年度）　12件／年
令和4年度（2022年度）　24件／年
令和5年度（2023年度）　36件／年
令和6年度〜7年度（2024年度〜2025年
度）　48件／年

令和元年度（2019年度）　―件
（学生在籍無し）
令和2年度（2020年度）　10件
（うち代替措置　9件）
(ポスター賞受賞　1件)
令和3年度（2021年度）　24件
（うち代替措置　16件）
（優秀賞受賞　１件）
令和4年度（2022年度）　26件
（うち代替措置　20件）
（令和2～4年度は、新型コロナウイルス感
染症の影響により計画どおりに国際学会へ
派遣できず、代替措置としてIFの高い学術
誌への投稿を推奨した。）

2年目以降（M2・R2）は、
各学年学生1人につき、毎
年1回以上の国際学会発表
をすると想定。

[アウトプット評価指標]
国際学術誌掲載論文数

令和元年度〜3年度（2019年度〜2021年
度）　―件／年
令和4年度（2022年度）　12本 ／年
令和5年度（2023年度）　24本／年
令和6年度〜7年度（2024年度〜2025年
度）　36本／年

令和元年度（2019年度）　―件
（学生在籍無し）
令和2年度（2020年度）　 9件
（うち、筆頭5件。1件は科学新聞に掲載）
令和3年度（2021年度）　16件
（うち、筆頭3件）
令和4年度（2022年度）　20件
（うち、筆頭10件）

3年目以降（D1・R3）は、
各学年学生1人につき、毎
年1本以上国際学術誌に論
文を出版すると想定。

[アウトプット評価指標]
異なるコースに所属する
学生グループによる共同
研究発表数

令和元年度〜3年度（2019年度〜2021年
度）　―件／年
令和4年度〜7年度（2022年度〜2025年
度）　2件／年

令和元年度（2019年度）　―件
（学生在籍無し）
令和2年度（2020年度）　0件
令和3年度（2021年度）　0件
令和4年度（2022年度）　0件

各学年、3年目以降（D1・
R3）に異なる専門コース
に所属する学生による共
同研究（学会発表or論文
出版）が2件以上実施され
ると想定。

[アウトプット評価指標]
WHO・APECなどの国際機
関での活動に参加した学
生数

令和元年度〜3年度（2019年度〜2021年
度）　―名／年
令和4年度〜7年度（2022年度〜2025年
度）　2名／年

令和元年度（2019年度）　―件
（学生在籍無し）
令和2年度（2020年度）　0件
令和3年度（2021年度）　0件
令和4年度（2022年度）　0件

各学年、3年目以降（D1・
R3）に国際機関での活動
に2名以上参加すると想
定。

[アウトプット評価指標]
企業担当者を博士論文の
審査員にする学生数

令和元年度〜4年度（2019年度〜2022年
度）　―名／年
令和5年度〜7年度（2023年度〜2025年
度）　2名／年

令和元年度（2019年度）　―件
（学生在籍無し）
令和2年度（2020年度）　―件
（修了者無し）
令和3年度（2021年度）　―件
（修了者無し）
令和4年度（2022年度）　 0件

各学年、企業担当者を博
士論文の審査員とする学
生が2名以上と想定。

[アウトカム評価指標]
プログラム学生による外
部資金獲得件数

令和元年度〜3年度（2019年度〜2021年
度）　―件／年
令和4年度〜7年度（2022年度〜2025年
度）　6件／年

令和元年度（2019年度）　―件
（学生在籍無し）
令和2年度（2020年度）　 1件（学振DC1）
令和3年度（2021年度）　 2件（学振DC1、
DC2）
令和4年度（2022年度）　 2件（学振DC1、
トビタテ！留学JAPAN）
令和5年度は、継続を含め4名がDCに採用

各学年、3年目以降（D1・
R3）に半数が、日本学術
振興会特別研究員や研究
財団助成金に採択された
り、またクラウドファン
ディングなどの外部資金
を獲得すると想定。

[アウトカム評価指標]
連携企業数

令和7年度（2025年度）までに14企業 令和元年度（2019年度）　7企業
令和2年度（2020年度）　 1企業
令和3年度（2021年度）　 1企業
令和4年度（2022年度）　 2企業・機関
　計11企業・機関

7年後のプログラム支援期
間終了時までに、現在の7
連携企業に加え、更に7企
業から連携協力を得ると
想定。

[アウトカム評価指標]
学生ベンチャー企業立ち
上げ件数

令和7年度（2025年度）までに2件 令和元年度（2019年度）　―件
（学生在籍無し）
令和2年度（2020年度）　 1件
令和3年度（2021年度）　 0件
令和4年度（2022年度）　 0件

7年後のプログラム支援期
間終了時までに、プログ
ラム学生・修了生による
ベンチャー企業の立ち上
げが2件と想定。

※適宜行を追加・削除してください。

(機関名：金沢大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ナノ精密医学・理工学 卓越大学院プログラム)10



様式２

◎本プログラムの学生受入に関する事項【１ページ以内】

本プログラムの学生受入開始（予定）年月日

本プログラムの学生受入予定人数

0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） （ 0 ）

7（ 0 ） 0（ 0 ） 4（ 4 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） （ 4 ）

11（ 0 ） 6（ 0 ） 0（ 0 ） 4（ 0 ） 0（ 0 ） （ 0 ）

11（ 0 ） 10（ 0 ） 6（ 0 ） 0（ 0 ） 4（ 0 ） （ 0 ）

10（ 0 ） 14（ 0 ） 6（ 0 ） 6（ 0 ） 0（ 0 ） （ 0 ）

8（ 0 ） 10（ 0 ） 14（ 0 ） 6（ 0 ） 6（ 0 ） （ 0 ）

8（ 0 ） 8（ 0 ） 10（ 0 ） 14（ 0 ） 6（ 0 ） （ 0 ）

0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ）

5（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 5（ 0 ）

5（ 0 ） 4（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 9（ 0 ）

5（ 0 ） 5（ 0 ） 4（ 0 ） 0（ 0 ） 14（ 0 ）

2（ 0 ） 5（ 0 ） 5（ 0 ） 4（ 0 ） 16（ 0 ）

4（ 0 ） 2（ 0 ） 5（ 0 ） 5（ 0 ） 16（ 0 ）

4（ 0 ） 4（ 0 ） 2（ 0 ） 5（ 0 ） 15（ 0 ）

本プログラムによる学位授与数（年当たり）の目標

R7
(2025) 61

③

令和4年度4名（博士後期課程編入学生）
令和5年度4名（博士課程4名）
令和6年度11名
令和7年度11名
令和8年度以降　12名

R4
(2022) 45

R5
(2023) 52

R6
(2024) 60

H31
(2019) 0

R2
(2020) 16

R3
(2021) 30

R6
(2024) 44

R7
(2025) 46

博士課程（4年
制）1年

博士課程（4年
制）２年

博士課程（4年
制）3年

博士課程（4年
制）4年

計 合計

R4
(2022) 31

R5
(2023) 36

R3
(2021) 21

H31
(2019) 0

R2
(2020)

①

令和2年4月

②

各年度における本学位プログラムの在籍予定学生数を該当する表に記入してください。括弧内はそのうち課程の途中から編
入を受け入れる予定数を記入してください（編入を受け入れる予定数は、年度ごとに記入してください。編入を行う予定の
年度の翌年度以降は、当該編入予定数は在籍予定学生数に含めてください。）。
※「プログラムの基本情報」（様式１）の「７．授与する博士学位分野・名称」に記載の学位を授与する予定の学生数を記
入してください。

※計及び合計欄は自動的に入力されます。

博士前期課程
1年

博士前期課程
2年

博士後期課程
1年

博士後期課程
2年

博士後期課程
3年

計

11

（機関名：金沢大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ナノ精密医学・理工学 卓越大学院プログラム）
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⾦沢⼤学 ナノ精密医学・理⼯学 卓越⼤学院プログラム
WISE Program for Nano-Precision Medicine, Science, and Technology

ナノ技術を活⽤できる
健康課題解決⼈材の育成

⼊学前スタートアップ研修

⾃然科学
研究科

新学術創成
研究科

医薬保健学
総合研究科

先進予防医学
研究科

プログラム基盤課程
◆研究科の枠を超えた３つの共通科⽬ 「ナノ科学概論」
「データサイエンス」「イノベーション」
◆英語によるアクティブラーニング
◆異分野を含む複数の研究室で「ラボ・ローテーション」

カリキュラム概要

関連研究科に⼊学（第1メンターと履修プラン構築）

◆第⼀線で活躍するイノベーターも参加する説明会の実施
◆学⻑参加の「プレプログラム講義・演習」を合宿で開催

定員12名

専⾨コース課程
ナノ先制医学

ナノ脳神経学

ナノ環境科学

ナノ診断開発

コースを⾃由に選択
（第2メンターによる専⾨指導）

所属研究科＋所属専⾨ナノコース

コースを⾃由に選択
（第2メンターによる専⾨指導）

所属研究科＋所属専⾨ナノコース

ファイザーR&D
ニコンソリューションズ
富⼠フイルム和光純薬
浜松ホトニクス
リコー，ダイセル
オリンパス，澁谷工業
ケアプロ，日産化学
コペルニク・ジャパン

企業

Imperial  Univ. of
College    British
London  Columbia ◆学⽣が主体となる「ナノ科学融合実践演習」で異分野融合

◆企業へのインターンシップ＋世界トップ⼤学への海外留学

海外

３つの資質を兼ね備える
●医学と理⼯学のマルチディシプリン
●現場熟知のスペシャリスト
●Hub的な知のプロフェッショナル

育成する⼈材像

・NanoLSIの最先端ナノ計測機器を⾃由に使い研究開発
・国際的に活躍する⼈材ネットワークを構築
・修了者同⼠による融合イノベーションの創出

NanoLSI
アソシエイト

修了者の称号
技術に強い

ナノ精密医学
プロフェッショナル

医学に強い
ナノ精密理⼯学

プロフェッショナル

4年制（博⼠課程） 5年⼀貫制（博⼠前期・後期課程）

博⼠の学位

12
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様式２ 

（機関名：金沢大学 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム）

（３）大学院全体のシステム改革【２ページ以内】
（申請大学全体として大学院全体のシステムをどのように改革するのかについて、本事業による取組はどのような位置
づけで、どのような役割を果たすのか、取組のどの様な要素を大学院全体に波及させるのかという観点から、具体的に
記入してください。 
本事業において既に採択されたプログラムがある場合は、既採択プログラムの構想の中で示した大学院システム改革の
取組状況を記入するとともに、大学院システム改革と本事業による取組の関係を明確にしてください。） 

※ポンチ絵は不要です。

【大学院全体のシステム改革】  

社会システムや産業構造等が世界規模で急速に変化している現代社会の人材育成においては、未来の

産業創造や社会の変革に先見性を持って戦略的に取り組むことが必要であり、Society5.0 の実現に向け、

科学技術イノベーションを強力に推進することが不可欠である。

このような課題認識を受け、国の方針においても「技術革新や価値創造の源となる飛躍知を発見・創

造する人材と、それらの成果と社会課題をはじめとした新たなビジネスを創造する人材」（『Society 5.0

に向けた人材育成』2018 年 文部科学省）、「普遍的な知識・理解と汎用的技能を文理横断的な知識を身

につけた人材」（『2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン』2018 年 中央教育審議会）をはじめ、

社会変革に対応し、新たなイノベーション創出に必要な人材像が示されているところである。

このような人材を養成するために、「知のプロフェッショナル」を輩出する大学院において大幅なシ

ステム変革が求められている。

金沢大学においては、国の動向と連動しながらも、学長の強いリーダーシップによるガバナンス強化

と戦略的な大学マネジメントを基盤に、「地域と世界に開かれた教育重視の研究大学」を基本理念とし、

機能強化に向けた大学改革を推進してきた。その行動計画として策定したのが「YAMAZAKI プラン」

である。教育改革・研究力強化・国際化・社会貢献等における改革の方向性と具体的な年次アクション

を教職員と共有し、同じ方向性のもと、大学が一体となって改革を実現してきたところである。教育改

革における大きな柱として、「新 YAMAZAKI プラン 2018」に「大学院教育の高度化と国際化によるイ

ノベーション人材の育成」を掲げ、“アカデミアや産業界をリードする高度専門人材の養成に向け、先

進的・学際的な研究実績の活用と、海外大学との連携等により、大学院教育の高度化・国際化を推進す

る教育プログラムの開発・改善に取り組む”ことを明文化している。 

これらの改革については、本学の各研究科において重点的に取組み、既に成果を挙げつつある。

特に、「学際的な研究実績の活用による分野融合型教育」の実現に向けて、平成 30 年度に北陸先端科

学技術大学院大学との共同専攻である「新学術創成研究科融合科学共同専攻」を創設した。本専攻にお

いては、平成 27 年度に本学に創設した新学術創成研究機構の教員が参画し、イノベーション人材の創

出に向けた新しい融合型教育が行われている。新学術創成研究機構は、本学に優位性のある研究の更な

る強化、学問分野融合型研究の一層の進展と国際頭脳循環の継続的拡充を一体的に推進することによ

り、新しい学問領域の創成に繋がる学際的な研究を推進することを目的とし、人文・理工・医薬保健の

各研究域から研究者が結集して本学における分野融合研究を先導する組織である。平成 29 年度には、

世界最先端のナノ計測技術を生命科学に応用し、様々な生命現象の仕組みをナノレベルで解明すること

を目的としたナノ生命科学研究所（世界トップレベル研究拠点（WPI））を設置したことで、国際的融合

研究の環境も整備された。こうした最先端の研究実績を基盤として、ナノ生命科学分野に関する卓越研

究者養成に向けた「新学術創成研究科ナノ生命科学専攻」を令和 2 年度に新設した。 

「国際化」に向けては、平成 26 年度に採択されたスーパーグローバル大学創成支援事業（SGU）を

中心に、大学院教育における授業の英語化 100％を目指している。また、「産業界をリードする高度専

門人材の養成」に向けて、自然科学研究科を中心に企業との連携講座を多数設置するほか、大学全体と

して産業界や自治体等との連携強化に向けて、平成 30 年度に「先端科学・社会共創推進機構」を設置

する等、改革は着実に進展しているところである。

 さらに、令和 4 年度の学長交代に伴い、新たに「金沢大学未来ビジョン『志』」を策定し、最重点ミ

ッションの第一に「大学院の飛躍的な機能強化」を掲げ、教育プログラム改革を加速している。 

 このように本学における教育改革は、その基盤となる研究組織等の改革及び国の政策とも連動しなが

ら実行してきた。各研究科における教育改革が進む中にあって、本学は次のステップへと進むために、

上述した改革の方向性を横断的に組み合わせ、ダブルメジャー制度の導入等を見据えながら、複数の研

究科にまたがる新しい大学院プログラムを展開することにより、世界をリードする新しいイノベーシ

ョン人材養成を可能とする大学院システムを構築する。

13



様式２ 

（機関名：金沢大学        ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム）  
 

【本事業の位置づけ・役割】  

 本卓越大学院プログラムは、「学際的な研究実績の活用による分野融合型教育」「産業界をリードする

高度専門人材の養成」に重点を置き、「国際化」の観点を組み合わせながら、プログラム構築を行うも

のである。「ナノ精密医学・ナノ精密理工学」を核とした理学・工学・医学の融合プログラムの構築・

展開により、人類がこれまで目にすることができなかったナノレベルでの細胞、分子、原子等の動態を

確認・分析し、物性の現象起源を明らかにすることにより、様々な課題解決に向けたイノベーションを

起こす人材を養成する。この教育プログラムは、本学が世界最高峰の水準を誇るナノ計測学という新技

術を種々の分野に拡大・応用し課題解決を図るためのものであり、新技術と社会課題を結び付けた課題

解決型の先導的な教育プログラムと位置付けている。 

「産業界をリードする高度専門人材の養成」に向け、大学院教育の現状として一般的に「企業をはじ

めとする社会のニーズとの間にギャップが生じている」（『2040 年に向けた高等教育のグランドデザイ

ン』2018 年 中央教育審議会）等の指摘がなされているところである。そこで本プログラムにおいては、

①プログラム担当教員と連携企業担当者が、博士人材養成について統一の理念を持てるよう、合同 FD

を実施、②大学院のカリキュラムと社会や企業のニーズの整合性を確保するため、必修科目である「プ

レプログラム講義・演習」において連携企業から担当者を招き、複数回のセミナーを開講、③企業等へ

のインターンシップを必修科目とし、地域・アカデミア・企業で 10 日間以上の社会実装研修を実施す

る等、社会ニーズとのギャップを埋める取り組みを行うことで、「最先端の知を社会実装へと転換する

ことができる高度技術人材」の養成に向けた先導プログラムとして構築する。こうした教育成果の国際

的展開を見据え、講義は原則英語で行い、国際会議への参加や国際学術誌への投稿を推奨する。 

令和 4 年度、学内の博士人材育成事業を「博士研究人材支援・研究力強化戦略プロジェクト」に総括

した。その中で本事業を最上位に位置付け、博士課程学生の研究力強化、キャリア形成支援を推進する。 

【大学院全体への波及効果】  

 “技術に強いナノ精密医学プロフェッショナル”、“医学に強いナノ精密理工学プロフェッショナル”と

いう「最先端の知を社会実装へと転換することができる高度技術人材」の養成に向けて実施する本プロ

グラムの特色は、分野を問わず大学院システム改革に適用可能である。本学では、プログラムの実施と

並行して、以下の要素を中心に全学へ波及させていく。 

①ダブルメジャーによる複数分野の知見修得 

本プログラムにおいては、所属する研究科における主専攻に加え、自身の専門外である分野からも主

専攻を選択し、ダブルメジャーによる教育を展開する。これにより、学生が社会的課題を解決するため

に必要な総合的な知を習得し、かつ自身の専門領域を異なる視点から捉え直すことが可能となり、複層

的な教育・研究を実現する。また、2 年目又は 3 年目以降に選択する「専門コース課程」には 4 つのコ

ースを配しているが、学生の興味・資質・研究力等の変化に応じて、柔軟にコースを選択する。全学に

おいては、令和 5 年度以降、博士前期・修士課程で入学直後のラボ・ローテーションを必修とした。 

②プログラム基盤課程の設置 

 異なるバックグラウンドを持つ学生が、同じプログラムの下で分野融合型研究を行うにあたっては、

学生同士の相互理解と共通の課題認識が必要である。そのため、本プログラムにおいては入学前に「プ

レプログラム講義・演習」を必修として設け、学生の相互理解を促す。さらに、入学後には共通カリキ

ュラムである「プログラム基盤課程」を設け、異なる分野を専門とする学生が混在したグループを構成

し、グループを 1 つの単位としたアクティブ・ラーニング学修を実施する。これを発展させ、令和 4 年

度、全学の研究科横断型の共通カリキュラムである「大学院 GS 基盤・発展科目」を創設した。同時に、

全研究科で、学内進学者は博士論文研究基礎力審査（QE）による博士前期課程修了を原則とした。 

③修了者組織 NanoLSI Association の設置 

 本プログラムの修了者には、NanoLSI アソシエイトの称号を与え、第 1 回の修了者を輩出した令和 4

年度には修了者の同窓会組織である“NanoLSI Association”を組織した。国際的に活躍するイノベーショ

ン人材の養成に向けて取り組む本プログラムにおいては、修了後における国際的展開を視野にいれてい

るため、”NanoLSI Association”を核として修了者のネットワークを保持し、国際頭脳循環へと展開する。 
 
 なお、大学改革構想においては、本プログラムとして先ず、先制医学、脳神経学、環境科学、計測開

発の 4 分野に展開することとしているが、このプログラムの実施経過を見つつ、今後、実施規模の拡

大、更なる分野への展開、技術の進展を基にしたプログラムの見直し等を行うとともに、このプログラ

ムの学位化も見据えている。 
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様式２ 

（機関名：金沢大学        ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム）  
 

（４）プログラムの特色、卓越性【２ページ以内】 
（「最も重視する領域」を中心に、申請するプログラムが国際的な観点から見て有している特色、卓越性に関して記入
してください。） 
 
※ポンチ絵は不要です。 

  本プログラムは、最も重視する領域を「②社会において多様な価値・システムを創造するような、

文理融合領域、学際領域、新領域」と設定し、「理工系の技術に強いナノ精密医学プロフェッショナ

ル」と、「医学系の知識に強いナノ精密理工学プロフェッショナル」を育成することを目的としてい

る。教育プログラムとして有している「特色」と「卓越性」は以下のとおりである。 

【国際的な観点から見て有している特色】 

(1) [カリキュラムの特色（プログラム基盤課程と専門コース課程）] 

 本学では、全大学院学生を対象とする研究科横断型の基幹教育科目「大学院 GS 基盤・発展科目」

を令和 4 年度に創設した。日々急速にテクノロジーが進歩しているにもかかわらず、その解決の道筋

を想像することすら困難な、極めて複雑な社会問題・医療課題にアプローチするためには、あらゆる

可能性を排除せず多様な専門分野に依拠しながら、新領域を生み出していく、未踏領域に果敢に踏み

出していくリーダーが必要である。入学した時点で学位取得までの道のりが簡単に想像できるよう

な、その分野・研究科で閉じている高等教育の中では、世界に先駆けてイノベーションを起こすリー

ダーは育たない。社会から必要とされるリーダーの資質は、自身の強みを理解しつつも、他の多様な

分野との融合を楽しみ、ときには仲間との対立を通して、自身の高度な専門性の意義を知る大学院シ

ステムの中で磨かれるものである。 

 本プログラムの 1～2 年目、「プログラム基盤課程」は、そのような期間を想定して構築している。

学生は、医学・理工学に専門分野を持ちつつもそれに固執せず、自大学の強みであるナノサイエン

ス・ナノ計測技術を学修する。それらがどのように融合し社会変革につながっていくのか、実習・体

験を重視した、ラボ・ローテーションや、データサイエンス、イノベーションといった Society5.0 時

代の教養を通し、自身の知識を再構築する期間である。講義には、アカデミア教員に加え、社会問題

に実際対峙し、活躍している連携企業先担当者も教員として参加する。企業担当者教員は、学生が探

し求めるロールモデルを見つける上で有用であり、学生は自らの将来像を具現化しやすくなる。 

 本プログラムの 2 年目又は 3 年目以降、「専門コース課程」は、コースワークを修了した学生が、明

確な将来像に基づき自ら課題設定を行い、その解決に向け同じ目的を持つ仲間と融合・協力し、また

所属研究科の第 1 メンターと所属専門コースの第 2 メンターからのサポートを受けながら、知のプロ

フェッショナルとして成長する期間と位置づけられる。専門コースは所属している研究科以外の研究

科が運営担当するコースも自由に選択でき、新たなイノベーションを創出する素養を育む事ができる

よう設計されている。その為にとりわけ重要な役割を果たすのは必修科目の『ナノ科学融合実践演

習』である。本セミナーは、プログラム学生が主体的に行うセミナーであり、その目標は学生が能動

的に行動を起こすことの意義・必要性を理解することである。学生が自身の研究について講義・発表

を行う、あるいは学生が外部から講師を選出し、自分たちでコンタクトを取った上で講演・講義を聴

講する。また、理工系のプログラム学生と医学系のプログラム学生が混在したグループを組み、お互

いの研究室の相互見学や診察・治療の現場見学などを通じて、自分たちが定めた融合研究プロジェク

トを実施する。こういった一つ一つの課題を解決していく中で、学生はイノベーションが発生すると

きには常に、自ら動く現場を熟知しているスペシャリストが存在し、かつ多様なバックグランドを持

つグループをまとめ上げる Hub 的役割を担うプロフェッショナルが活躍していることを知る。 

このような入学後の共通コースワークに位置づけられる「プログラム基盤課程」と、プロフェッシ

ョナルになるための育成期間として捉えられる「専門コース課程」において、学生が自身のそれまで

の専門以外の分野を学ぶことの 1 つの意義は、単に知識の幅を広げることではなく、「学び方を学ぶ」

ということにある。我々は外国語を学ぶときに、その外国語の文法的な知識などに加え、「外国語を学

ぶにはどのようにすればよいか」ということのメタ的な知識を得る。同様に、本プログラムにおいて

受講者は、プログラム基盤課程を通じ、新しい領域の習得には何が必要なのかを学ぶ。これまで様々

な弊害が指摘されてきた従来のタコツボ的専門教育に対する問題点の１つは、この「メタ学習能力」

の欠如であるが、本プログラムの受講者は、異なるバックグラウンドを持つ同じプログラムの同級生

や教員とのディスカッションを通し、医学と理工学のマルチディシプリン的人材としての国際的リー

ダーの資質を磨く。 
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様式２ 

（機関名：金沢大学        ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム）  
 

また、自身の研究成果の社会実装を見据え、企業『インターンシップ』は必修とする。現場の視

点・ニーズ・シーズを自身の目で見て体験することが社会実装には重要であり、企業に所属する多く

の優れた研究者との交流の機会を得、企業が有する十分な研究スペースと最先端の大型研究設備、最

先端の分析評価機器を目的に応じ活用することができる。例えば、本プログラム連携先企業である

（株）ダイセルは最先端のセルロース材料を開発する世界的なリーディングカンパニーであり、本学

とは包括連携協定の締結により強固な関係が築かれている。また、（株）富士フィルム和光純薬は、今

後の先制医学の柱となるリキッドバイオプシーの技術開発を本学と行い、革新的診断薬の世界展開を

開始している。このような企業の全面的な支援の下、学生のイノベーションマインドを醸成する。 

(2) [NanoLSI Association] 

 本プログラムの修了者には、共用の最先端のナノ精密計測機器の利用資格者として、"NanoLSI アソ

シエイト"の称号を付与する。「NanoLSI アソシエイト」の制度は、本学が所有する研究機器を学外関

係者が使用することを許可し、金沢大学の研究設備を共有しようとする「オープンファシリティ」の

取り組みの１つとして位置づけられる。ナノサイエンスとナノ計測技術で世界をリードする本学 WPI

拠点ナノ生命科学研究所と企業の連携が強まり、大学全体としての産学連携が加速することになる。

本プログラムの修了者はその原動力として、本学と企業を結びつける役割を担う。 

 また、第 1 回の修了者を輩出した令和 5 年 3 月には、NanoLSI アソシエイトをメンバーとする組織

「NanoLSI Association」も同時に構成した。NanoLSI Association は修了者の同窓会組織であり、年 1 回

の会合を開催する。金沢大学を修了後もそのネットワークを保持しつつ、連携を取りながらイノベー

ションを推進する為の役割を果たす。NanoLSI Association の事務局は、本プログラムのマネジメント

室に設置され、現在プログラムを受講中の学生とプログラム修了者である NanoLSI アソシエイトとの

連携の構築、あるいは修了後のキャリア支援にも協力する。加えて、NanoLSI アソシエイトは、現役

学生の進路選択支援や、共同研究参画、教員としての本プログラムへの教育参加など、人事交流継続

の窓口となる。さらに、企業等の大学への投資を含めて、大学院改革にも繋がると期待できる。 

【国際的な観点から見て有している卓越性：NanoLSI とプログラム担当者の実績】 

その複雑さゆえに解決までの道のりが明確でない極めて困難な課題に対しては、複数分野横断型の

包括的アプローチが必要となるが、それぞれの分野の知は世界をリードする最先端のものでなくては

ならない。前世代の知が結集し融合したとしても、真に独創的な解決策は生み出されない。 

本プログラムは、がん、生活習慣病、脳神経病、微小粒子・ナノ材料による疾患にターゲットを絞

り、医学と理工学の有機的融合のなかで、ナノレベルでの理解・制御による革新的予防・診断・治療

法の創出を担う「技術に強いナノ精密医学プロフェッショナル・医学に強いナノ精密理工学プロフェ

ッショナル」を育成することを目的としている。その分野融合の中心となるのは、本学の WPI 拠点で

あるナノ生命科学研究所（NanoLSI）であり、NanoLSI は 2017 年の創設以来、世界をリードするナノ

サイエンス・ナノ計測技術の拠点であり続け、その研究は最先端かつ極めて大きなインパクトを持っ

てきた。 

加えて、4 つのコースを担当するプログラム担当者の研究もまたその分野では最先端のものであ

る。下表は、NanoLSI の 16 人の PI と、各コースの本学所属プログラム担当者の研究に関する指標で

ある。出版された論文がインパクトの高い上位 10%の雑誌にどれほど掲載されたか、という指標に関

しては、その基準である 10%を大きく上回っている。また、“Field-Weighted Citation Impact”と呼ばれ

る「どれだけ出版した論文が引用されるか測る研究インパクト指標」において、ほとんどが世界平均

1.00 を遥かに超え、世界的にも注目されている研究成果が生み出されていることがわかる。 
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（機関名：金沢大学        ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム）  
 

（５）学長を中心とした責任あるマネジメント体制【２ページ以内】 
（学長の考える現状の大学院システムの課題と、学長のリーダーシップの下でそれに対してどのように取り組むか、
また、学長を中心として構築される責任あるマネジメント体制を確保するための取組、大学全体の中長期的な改革構
想の中での当該申請の戦略的な位置づけ、高度な「知のプロフェッショナル」を輩出する仕組みの継続性の担保と発
展性の見込みについて記入してください。） 
 
※ポンチ絵は不要です。 

1. 金沢大学の中長期的な改革構想 

経済システムや社会システム及び産業

構造等が世界規模で急速かつダイナミッ

クに変化している現代社会において、我

が国を持続的に発展させていくために

は、国内外の潮流を見定め、超スマート

社会（Society5.0）の実現に向け、未来

の産業創造や社会の変革に先見性を持っ

て戦略的に取り組むことができる高度な

博士人材の養成が必要である。 

このような課題認識は、「第 5 期科学技

術基本計画」（平成 28 年 1 月）､中央教育

審議会答申「2040 年に向けた高等教育の

グランドデザイン」（平成 30 年 11 月）、

「科学技術イノベーション総合戦略 2017」（平成 29 年 6 月）等においても提言されており、科学技術

イノベーションの推進と併せ、高度な教養と専門性を備えた先導的な人材養成は急務である。 

金沢大学においては、このような認識を早くから持ち、上記の提言がなされる以前より、従来の専

攻・分野を越えた幅広くかつ深いレベルの教育への転換に向けた大学改革を行ってきた。平成 20 年の

学域学類制の導入を皮切りに、学長のリーダーシップの下、大学改革を加速させるロードマップ

「YAMAZAKI プラン」を策定し、同プランに基づき、強み・特色をいかした世界的分野融合研究拠点の

形成、その研究成果を礎とする分野融合型博士人材の養成に向けた大学院改革等、先導的な大学改革

を展開している。 

その一例として、医学分野で昨今注視されている予防医学が挙げられる。千葉大学、長崎大学と連

携し、元来の衛生学・公衆衛生学の分野に加え、「オミクス解析」「情報医工学」「マクロ環境」等の分

野と融合を図り、健康寿命の延伸と“Quality Of Life”の向上に向け、0 次予防から 3 次予防までを

包括した「個別化予防」を実践する博士人材養成に向けた共同教育課程を、平成 28 年度に創設した。 

また、SPM（走査型プローブ顕微鏡）技術に係る研究やがん進展に係る研究等、新たな価値や技術を

生み出す科学技術イノベーションとなる研究を組織的に支援・育成した結果、WPI 拠点の認定に至っ

ており、この分野を核とした分野融合型博士人材を育成する専攻を設置した。 

令和 4 年策定の「金沢大学未来ビジョン『志』」において、更なる大学改革を加速させている。 

上述した社会からの要請の下、金沢大学においては、“複数の分野の知見を有する高度な博士人材養

成に対応した柔軟なダブルメジャー制度の創設”を次期の大学院改革の一つとして掲げる。しかし、

社会は複数の分野に知見を有する高度な博士人材を“速やかに”求めているにもかかわらず、我が国

においては、博士課程における専攻を設置し、人材を輩出するまでに 6～7 年という長期の時間を要す

る。社会が求める人材の知見や能力が刻一刻と変化していく中にあって、その要請に耐えうる複数の

知見を速やかに教授できる教育組織が必要であるため、学位プログラムである本事業構想を大学院改

革の“スタートアップ”として実施する。『「ナノ精密医学・ナノ精密理工学」を核とした理学・工

学・医学の融合プログラムの構築・展開』という側面から、専攻、研究科を超えた教育システムを構

築し、その成果をもって、ダブルメジャー制度の導入や組織改革を行う。これを“時代の変革に応じ

た複数分野の知見を有する高度な博士人材育成 金沢モデル”と位置付ける。 

本事業構想である『「ナノ精密医学・ナノ精密理工学」を核とした理学・工学・医学の融合プログラ

ムの構築・展開』については、人類がこれまで目にすることができなかったナノレベルでの細胞、分

子、原子等の動態を確認・分析し、物性の現象起源を明らかすることにより、様々な課題解決に向け

たイノベーションを起こす人材を養成するものである。この教育プログラムは、ナノ計測学という新

技術を種々の分野に転用し課題解決を図るためのものであり、新技術と社会課題を結び付けた課題解
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様式２ 

（機関名：金沢大学        ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム）  
 

決型の先導的な教育プログラムと位置付けている。大学改革構想においては、本プログラムとして、

先ず、先制医学、脳神経学、環境科学、計測開発の 4 分野に展開することとしているが、このプログ

ラムの実施経過を見つつ、今後、実施規模の拡大、更なる分野への展開、技術の進展を基にしたプロ

グラムの見直し等を行うとともに、このプログラムの学位化をも見据えている。 

 

2.学長を中心とした全学マネジメント体制 

本学は学長のリーダーシップの下、国内の他

の大学と比して、突出したガバナンス改革、マ

ネジメント改革を行っており、特に、大学改革

推進委員会の設置・運営により“構成員との密

な情報共有と迅速な意思決定”を具現化し、

種々の大学改革をスピード感をもって推進して

いる。大学改革の一例として、コンカレントア

ポイントメント制度や年俸制、厳格な業績評価

に基づく給与処遇への反映等、“社会変革に応

じた人事給与制度改革”“戦略的な人員配置”、

ナノ生命科学研究所や新学術創成研究科の創設等、“戦略的な教育研究組織改革”が挙げられる。 

本構想で掲げる理念の実現に向け、このような大学改革を先導する学長のトップマネジメントに加

え、構成員が一丸となって取り組む必要があることから、本学の将来構想「金沢大学未来ビジョン

『志』」の最重点ミッションの第一に「大学院の飛躍的な機能強化」を掲げ、中期計画において、“持

続可能でインクルーシブな超スマート社会を実現し、グローバルな視点で社会を牽引する、イノベー

ション創出に寄与する「知のプロフェッショナル」の育成に向け、養成する人材像に応じた教育課程

を編成するとともに、卓越大学院プログラム等をはじめとした複数研究科横断型・異分野横断型教育

プログラムや海外を含めた他機関と連携した教育プログラムを展開する”と明記している。 

本構想は、学長を機構長とする「グローバル人材育成推進機構」の下で展開する。「グローバル人材

育成推進機構」は、学域や研究科等の組織を横断した教育プログラムを数多く展開し、先進予防医学

研究科や新学術創成研究科等の創設にまでつなげている実績がある。本構想を持続的に展開するだけ

でなく、この仕組みを更に発展させ、次の改革につなげることができると断言できる。 

教育プログラムの実施にあたり、全体の統括として「卓越大学院プログラム運営委員会」を新たに

設置し、受講生の選抜から修了までの一貫した運営を行う。客観的な視点による PDCA サイクルを確立

すべく、企画・運営は「プログラム企画実行委員会」が担当(Plan)し、研究科教務委員会の所轄下で

各専攻、支援組織がプログラムを実施(Do)する。また、「外部評価委員会」を設け、教育改善活動

(Check) を主導するとともに、教員と学外有識者で構成される「アドバイザリーボード」を設置し、

現状の課題や解決策を答申する(Check)ことにより、ダブルチェック体制を構築する。これらの答申等

を踏まえ、プログラム企画実行委員会において、プログラムの改善を行う(Action)。 

以上の PDCA サイクルに基づいた継続的教育改善活動に加え、機構長である学長は、先端科学・社

会共創推進機構や国際機構のほか、学内の各部局に対して必要な協力・支援を受けられるよう運営

し、中長期的な視野と機動性、継続性をもって本プログラムを実施できる体制を確保する。 

なお、本構想の支援期間終了後においても、上記の体制により、全学を挙げて自立的に運営、発展

させる。また、支援期間終了後の学生に対する経済的支援の財源として、金沢大学基金、連携企業か

らの寄付金、競争的資金の間接経費等を活用した「卓越人材養成プログラム運営基金」を整備し、財

政基盤等も含め、学長を中心とした責任ある継続的なマネジメントを行う。また、包括連携協定を締

結した企業が多数連携講座を設置しており、産学官連携による教育スタッフの充実も計画している。 

本構想で提起する大学院改革は、本学独自の国際的なトップクラスの教育研究環境の中で複数の分野

の融合により、北陸・金沢を土壌とする産学連携マインドをグローバルスタンダードのレベルへと発

展させ、その最先端の知を社会実装へと転換することができる高度技術人材の輩出を目標とする。国

際的かつ最先端の複数分野の大学院教育と産学連携とが融合した「時代の変革に応じた複数分野の知

見を有する高度な博士人材育成金沢モデル」を全く新しい大学院教育として地方に立地する国立大学

から発信することは、人材養成モデルの提起にとどまらず、地方国立大学の自律的な改革モデルとな

り、ひいては我が国の国力の強化につながる大きな一歩であると言える。 
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様式２ 

（機関名：金沢大学        ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム）  
 

（６）学位プログラムの継続、発展のための多様な学内外の資源の確保・活用方策【１ページ以内】 
（学位プログラムの継続、発展のための学内外資源に関し、①確保のための方策、②活用の方策について、様式５－
１、様式５－２との関連及び具体的な算出根拠を示しつつ、記入してください。） 

 
※ポンチは不要です。 

金沢大学では、本学において優位性のある研究領域を核とした研究に研究費、人的資源の重点的な

支援を行い、世界的な研究拠点の形成に取り組んできた。また本学では、学長が機構長を務めるグロ

ーバル人材育成推進機構の統括の下、将来、産学官の多様な場で活躍できる「金沢大学ブランドの人

材」の育成を目指し、「異分野融合」、「海外研修」を基本理念とした大学院学生対象の 5 年一貫型の

学位プログラム、「異分野融合型人材育成『大学院 GS プログラム』」を各研究科において展開してお

り、学生への奨学金や海外渡航費の補助といった支援を行うため、学長主導の下で年間 3 千万円を超

える額の支援を行ってきた。本事業における学位プログラムはこの大学院 GS プログラムを発展さ

せ、研究科の枠を超えた後継の学位プログラムとして位置付けられ、引き続き、大学における大学院

教育改革の中核として、大学資源の集中的投下を行う。 
さらに、本学は大学院教育の高度化・国際化に向け、年間 1 千万円を確保し、共同学位プログラム

（DDP、JDP）や学生の海外での共同研究・インターンシップ先の新規開拓に係る旅費の支援も行って

きた。結果、二重学位プログラムを始めとした共同学位プログラムを、平成 29 年・30 年の 2 年間で 5
大学と、令和 4 年度末までに計 16 大学と締結した。また、学内外資源の活用の一策として、企業や個

人からの寄付金を原資とした「金沢大学基金」を資源とし、大学院学生対象の奨学金を既に制度化し、

博士課程への進学の後押しとして学生に還元している。 
本学における前述の学内事業は本事業と基本理念を共通する物であり、本事業を遂行する上で引き

続き、学長中心としたトップダウンマネージメントのもとで年間 5 千万円程度の大学院高度化・国際

化に特化した予算の確保が確約されており、これらの資源の活用により本学位プログラムに参画する

学生には、学修研究に専念できる環境整備として、海外渡航費の補助や教育研究支援経費の給付、さ

らには学内資源活用として、入学料・授業料免除を適用される。 
 

 学外資源の活用としては、財源の多様化の一環として、本事業のような教育、研究、社会貢献に資

する事業の遂行に当たり、クラウドファンディングを活用した寄付金の調達が可能となるよう準備を

進めている。地域・社会とのオープンイノベーションに焦点をあて、学生、教職員の自由な発想によ

るクラウドファンディングを行うことで、その活動資金を得つつ、起業マインドの醸成、地域社会ネ

ットワークの構築・拡大へとつなげる。上述の方策の他、学生自身も研究費獲得を目指し、学振特別

研究員への申請を行うことや、優秀な国費留学生の獲得など、学生自身による外部研究費、奨学金の

獲得の支援を行い、支援終了後を見据え、補助金に頼らない体制へと移行する。 
 加えて、本プログラムに参画する教員は国際的にみても卓越した実績を有しており、数多くの大型

の外部補助金を獲得している。その一例を紹介するが、プログラム担当者の福間が拠点長を務める

「世界トップレベル研究拠点プログラム（WPI）」、プログラムコーディネータである華山が研究代表

者を務める戦略的創造研究推進事業（CREST）などがあげられる。そのほか、国、地方公共団体、国

立研究開発法人等からの受託研究、民間企業からの共同研究も多数の実績があり、それら一定部分を

本事業における研究活動に当てることで、両事業への相乗効果を見込む。本プログラム連携先企業で

ある（株）ダイセルとの間では、次世代セルロースに関する連携講座「次世代セルロース科学連携講

座」が設置され当該講座の教員として同社の島本がプログラム担当者として、全面的に参画する。こ

れらの取組により学生は企業に所属する多くの優れた研究者との交流の機会を得、企業が有する十分

な研究スペースと最先端の大型研究設備、最先端の分析評価機器を目的に応じ活用することができ

る。特にダイセルとは共同研究やインターンシップに実績があり、本学学生の受入れ、同社社員の学

生としての派遣など資金的・人的出資が見込める。さらに、同社からの資金提供を受けて、本学キャ

ンパスに設置した「バイオマス・グリーンイノベーションセンター」（令和 5 年 4 月から本格稼働）

では、産学官、業界の壁を越えた共創型の研究開発を推進し、本プログラム修了者のキャリアパスを

見据えた人材育成・交流・新たな共同研究創出の持続的な展開が見込まれる。 
 連携先機関として参画の企業は本事業が掲げる社会的課題とその解決に資する人材像の趣旨に賛同

しており、事業開始当初については、プレプログラムやセミナー、講義といった講師の派遣、インタ

ーンシップ受入れといった連携が中心となるが、事業進捗をとおして、共通理解を深めることで人材

の還元・地域社会・国際ネットワークの育成・構築を行い、インターンシップ先の拡充、参加団体企

業、地域団体の協力につなげ、「ナノ精密医学・理工学ネットワーク」を構築し、人的・資金の好循

環を目指す。 
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様式２ 

（機関名：金沢大学 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム）

（７）大学院教育研究に係る既存プログラムとの違い【１ページ以内】
＜プログラム担当者が、大学院教育研究にかかる既存のプログラムを継続実施中の場合のみ記載。それ以外の場合は

該当なしと記載。＞ 
（現在国の教育・研究資金により継続実施中である大学院教育研究に係るプログラム（博士課程教育リーディングプ
ログラム、その他研究支援プロジェクト等）に、当該申請のプログラム担当者が関わっている場合（プログラム責任
者として複数プログラムに関与している場合を除く）には、当該プログラム及び関与しているプログラム担当者の氏
名を明記の上、プログラムの内容、対象となる学生、経費の使用目的等、本プログラムとの違いを明確に説明してく
ださい。
特に博士課程教育リーディングプログラムについては、国の補助期間が終了している場合についても、継続されてい
るプログラムとの違いを上記にならい記述してください。）

※ポンチ絵は不要です。

該当なし 
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